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プロセスディスプレイ装置の画面作成

ソフトウェアシステム"DGS”
Picture Producing Software SYStem;､IDGS′′.

for Process Display Device

現在,リアルタイム計算機システムでは,プロセスディスプレイ装置が,マンマ

シンコミュニケ叩ションの手段として幅広く利用されているが,近年,利用技術の

多様化,表示画面数の増加などが著しく,プロセスディスプレイ装置関係ソフトウ

エアの生産性･信頼惟の低下を招いている｡これらの問題を解i失するために,ディ

スプレイゼネレ【ティングソフトウェア(Display
Generati叩 Software)を開発

した｡ディス70レイゼネレーティングソフトウェアでは,ソフトウェアをプログラ

ムと画面データとに分離してプログラムを簡素化し,更に画面データの作成を答易

にする方法をとった｡なお,画面データの作成は,プロセスディスプレイ装置との

対話により表示イメージで行なえる形とした｡結果として生産件･信頼性の｢戸り上が

十分に期待でき,更に,プロセスディスプレイ装置関係ソフトウェアの製作形態に

も変革をもたらしつつある｡

P 緒 言

リアルタイム計算機システムでのプロセスディ スプレイ装

置(以‾F,CRTと略す)の利用は,質･量ともに増加の傾向

を示しており,特にプラント状態の模擬表示,グラフ表示,

オペレーションガイドなどに利用するケースが日立っている｡

最近では,1システムで数百画面といった例も珍しくなく,ソ

フトウェアの約30%がCRT関係とも言われている｡また,

CRT関係ソフトウェアがシステムのネックとなるケースも出

始めている｡これらの背景をもとに,CRT関係ソフトウェア

の生産性･信束副生を大幅に向上させる技術的解決二策として,

CRT画面作成ソフトウェアシステム"Display Generating

Sofいvare''(以‾F,DGSと略す)を開発した｡

DGSでは,CRT関係ソフトウェアをプログラムと画面

データとに分維してプログラムの簡易化を図り,更に両面デ

ータの作成はCRTとの対話により表示イメ叩ジで容易に行

なえるようにした｡なお,作成した画面データをリアルタイ

ムシステムでCRTに表示できる標準パッケージをも同時に

開発した｡DGSは,昭和52年秋米国でのデモンストレーシ

ョンをはじめ,数回のデモンストレーションを行なったがい

ずれも好評であり,ソフトウェア危機打開策の一一つとして各

方面から期待されている｡

本稿では,DGSの機能説明を中心に,DGSのねらい

特長,CRT関係ソフトウェアの製作形態の変化などについ

て説明する｡

臣I CRTのニーズと問題点

リアルタイム計算機システムのCRT表示に関するニーズ

分析の結果をまとめると,次のようになる｡

(1)情報量の増加に対処できること｡

2

3

4

多様な使い方ができること｡

即応性が優れていること｡

変更･修正が答易であること｡
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(5)使いやすく,見やすいものであること｡

これらニーズは,次のようなCRTの特長をうまく利鞘し

たいという原庄望と見ることができる｡

(1)マンマシン性に富む｡

(2)図形･図表の表示が可能である｡

(3)表示時間が短く,カラー表示も可能である｡

(4)ソフトウェアで表示更新が自在である｡

(5)表示した両面のコピーが可能である｡

このように多くの特定をもつCRTの利用技術には,非常

に奥深いものがあり,リアルタイム計算機システムの多様化･

規模拡人に伴って,CRTの依存度が高まり,表示画面数の

増大及び画面データの複雑化に相中をかけている｡更に,

CRT画面ほ主観的要素が多く,ユーザーの好みにより仕様

変更を迫られるケースが多い｡

したがって,プログラム作成量の増加,画面の複雑化,仕

様変更などにより,ミスの多発や惟能の低下をもたらし,手

直し･改造が多くなる｡ニれらは,生産惟･信束則隼の†氏下に

つながるとともに,工程の遅延やコストの上昇となって表わ

れてく る｡

田 D G S

DGSは,前記のような問題点を解決することを目的とし

て開発したが,その概要について次に記述する｡

3.1 DGS開発のねらいとその王特長

DGSは,画面設計の標準化,画面作成の日動化,表示マ

クロの標準化などにより,画面設計からリアルタイム表示ま

でを一貫してサボⅥ卜することをねらし､としており,そのた

めに,図1に示すように二つのソフトウエアから構成した｡そ

の
一つは,バッチ処理での担j面作成をサポートするソフトウ

ェア"Picture-design Support Softvare''(以下,DGS/

PS Sと略す)であり,もう一つは,作成された画面データ
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をリアルタイムシステムで表示するソフトウェア"Display

Support Software''(以下,DGS/DSSと略す)である｡

DGS/PS Sの特長は▼‾卜記のとおりである｡

(1)豊富な作画機能をもち,CRTと対話しながら作画する

ことができる｡

(2)画面に使用する図形(シンボル)の形･サイズは自由に作

成でき,任意画素パターンは自動的に作成される｡

(3)システム構成図のような変化しない情報から成る背景画

血(Background画面:以下,BG画一面と略す)と,プロセス

状態のような変化する情報から成る動画面(Foreground画

面:以下,FG画面と略す)のどちらをも作成することができ

る｡通常の画面は,BG画面とFG画面が重ね合わされて構

成されている｡

(4)作成した図形及び画面は,標準化して他システムに流用

することができる｡
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BG画面とFG画面の区別(り 破線の部分が各々変化場所(ス

クリーンユニット:SU)であり,SU内の図形･文字がFG画面であり他はBG

画面である｡変化仕様として.メッセージ出力とバーグラフを利用している｡
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図I DGS概念図 中央

より上部はバッチ処理部分を,

下部はリアルタイム処‡里部分を

示す｡

DG S/D S Sの特長は下記のとおりである｡

(1)DGS/PS Sで作成した画面デmタとリンケⅥジする｡

(2)任意画素パターンのセット,BG画面･FG画面の表示

が高速で,必要メモリ容量もコンパクトで済む｡

3.2 DGSの機能

DGSは,表1に示すような機能をもっておr),ユーザー

はこれらの機能を利用して画面作成を効率的に行なうことが

できる｡;欠に各分類別に機能の概要を説明する｡

(1)作 画

BG酵Ij面の作成及びFG画面の変化図形の作成をするとき

に利用する機能群である｡まず,1画素分の図形(1文字分

のエリア内図形であり,これをシンボルと呼ぶ)のドットパ

ターンを作成することができ,更に,作成されたシンボル(固

定画素メモリに記憶されている文字･記号シンボルも含む)

を複数個組み合わせることにより,乃画素分の図形(これを
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図3 BG画面とFG画面の区別(2) 破線の部分が各々変化場所(ス

クリーンユニット:SU)であり,SU内の図形がFG画面であり他はBG画面で

ある｡変化仕様とLて,スイッチON･OFFの図形変化を利用している｡



表I DGS機能分類 DGSには下記機能があり,ユーザーはこれらの機

能を利用Lて,画面作成及び表示を行なうことができる｡

No. 分 類 機 能
関係ソフト

ウェア

l 作 画

(り ドットパターン作成機能

DGS/PSS

(2)図形反転機能

(3)図形呼出機能

(4)図形変色機能

(5)図形複写機能

(6)図形移動機能

(7)文字埋込機能

(8)エリアの移動機能

(9)エリアの拡大･縮小機能

2 登 実録
･

削 除

(り図形登実録･削除機能

DGS/PSS

(2)画面登毒妻･削除磯能

3

4

FG画面変化仕様定義

(り変化場所定義機能

DGS/PSS

(2)図形変化仕様定義機能

(3)メッセージ入力仕様定義機能

(4)メッセージ出力仕様定義機能

(5)パーグラフ仕様定義機首巨

(6)トレンドグラフ仕様定義機能

ユ ー テ ィ リ テ ィ

(り図形･画面のライブラリ化機能

DGS/PSS

(2)図形･画面情報の印字機能

(3)画面データオニ7ジェクトの出

力機能

(4)画面データのテスト表示機能

5 リアルタ イム表示

(り画面データのリアルタイムシ
ステム蔓毒曇機能

DGS/DSS

(2)任意画素メモリへのパターン

セット機能

(3)BG画面データの表示機能

(4)FG画面データの表示機能

マクロシンボルと呼ぶ)を,またシンボル作成時は,図形反

転機能によりドットパターンの上下又は左右に反転した別の

シンボルを簡単に作成することができる｡画面は,これらの

図形(シンボル及びマクロシンボル)を組み合わせて作成でき

る｡図形の組み合わせは,図形呼出し,図形変色,図形複

写,図形移動の各機能及び文字埋込機能を使用して行なう｡

なお,図形の変色,複写及び移動をさせるときは,図形の範

囲(図形のエリア)を指定する必要があるが,この指定エリア

を修正する機能としてエリアの拡大,縮小及び移動の各機能

がある｡

(2)登録･削除

作成した図形･画面をデータファイルに登録したり,登録

してある図形･画面を削除したりする機能である｡

(3)FG画面変化仕様定義

FG画面作成,すなわち変化仕様を定義するときに利用す

る機能群である｡まず,変化場所を定義する機能があり,‾方

形単位で複数箇所を一度に定義することができる｡各々の変

化場所をスクリーンユニット(以【F,SUと略す)と呼び,各

SUに一---一連の番号(SUNO.)が付けられる｡各SUは,変化

タイ ミングにより,具体的にはリアルタイムシステムでFG

画面表示マクロ(CRTFD)をCALLする単位により,グル

プロセスディスプレイ装置の画面作成ソフトウェアシステム■■DGS”615

-プ分けするが,この各グル止プにも ー連の番号(FGNO.)

が付けられる｡各SUの:正義及びFGNO.とSUNO.との結

び付きを走二義したあとは,各SUの変化仕様を延二達する｡

変化のタイプとしては,(i)図形変化,(ii)メッセージ人力,

(iiDメッセーージ出力,(iヽうバーグラフ表示,(Ⅴ)トレンドグラフ

表示の5タイプが用意されており,各々,タイプにより各

仕様定義機能を使って詳細な変化仕様を走去することがで

きる｡

(4)ユーティリティ

図形･画面を標準化し,ライブラリとして登録しておくこ

とにより,他システムにも流用することができる｡また,作

成した図形･画面の情報をラインプリンタなどに印字したり,

画面データのオブジェクトをカード･紙テープに出力したり,

画面データをテスト表示するなどの機能がある｡

(5)リアルタイム表示

DG S/P S Sで作成した画面デ【タをリアルタイムシス

テムのデータファイルに登録する機能,登録された作意画素

パタ【ンをCRTの任意画素メモリにセットする機能,及び

BG匝i面データ･FG画面データをリアルタイムに表示する

機能がある｡

3.31幾能の具体例

前記機能の一部を,具体例をもとに説明する｡

(1)ドットパターン作成機能

図4に トソトパタMン作成例をホす｡ニこでは,方形枠の

シンボルを作成しており,結果として同一一一シンボルが沖i面庫

標(20,20)の位置から横方向に20L軸素分りピ叩卜したマクロ

シンボルが作成される｡ドットパターーンは,1ドットを1画

素に拡大された所定のエリアに,また表示ドットには"1''

を,無表示ドットには"0''又は 山空自''をキーインするこ

とにより作成される｡

(2)図形複写機能､

図5,6により,図形複写の例を示す｡図5は稜写前の画

面を,図6は複写後の画面を示している｡ここでは,図5の

白線で囲まれた方形エリア内にある図形を,図6の白線で固

まれた同一サイズのエリアに複写することを指示しており,

結果として,図6に示すように,ホッパの形をしたマクロシ

ンボル3個が白線で囲まれたエリアに一度に複写される｡

図4 ドットパターン作成例 二こでは方形枠のシンボルを作成して

い声｡表示ドットのところには``l”が,無表示ドットのところには``空白'●が

キーインされている｡
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図5 図形複写前の画面 白線で囲まれたエリア内にあるホッパの形を 図6 図形複写後の画面 白線で囲まれたエリアに複写された｡左の図

Lた3個のマクロシンボルが対象となる｡右の図6とペアで参照されたい｡ 5とペアで参照されたい｡

(3)バーグラフテスト表示例

画面データのテスト表示機能の一例として,図7にバーグ

ラフテスト表示例を示す｡バーグラフがテスト表示の結果で

あり,バーの最大長から最小長までを均等差で順に短くなる

ような工学値データを与えて表示したものである｡工学値の

最大･二最小,バーの間隔,バーの幅,バーの伸び方向(上下･

左右)などは,変化仕様として定義されている｡

3.4 DGS/DSSソフトウェア構成

図8に,DGS/D S Sのソフトウェア構成を示す｡プロ

グラムとデータとは完全に分離し,データは画面データファ

イルとして【一括記憶しており,画面データファイルのアクセ

スは,ファイルアクセス専用サブルーチンを介して行なう形

としている｡ユーザーに解放するマクロは､任意画素セット

マクロ,BG画面表示マクロ及びFG画面表示マクロだけで

あり,他は内部サブルーチンとして用意している｡ユーザー

データファイルのうち,プロセス状態などの変化データは,

FG画面表示マクロをCALLするときに,DGS/DS Sと

リンクさせる形となる｡なお,ユーザー側のマクロ記述一般

形を表2に示す｡

3.5 ユーザー作業形態

DGSを利用したときのCRT関係ソフトウェア製作の作

業形態は,図9に示すようになる｡まず,画面設計をしたあ

とは,プログラム作成と画面データ作成とは並列作業として

進められ,実機確認時点でドッキングする形となる｡なお,

画面データの作成者は,プログラミングの経験は不要で,作

画オペレーションを理解していればよく,むしろ美的センス

の持主が向いていると言える｡また,チェックは,表示イメ

ージで行なうことができ,実機に移行しても全くの同一画面

として再現される｡したがって,取まとめ者の作業が軽減き

れるとともに,実機の調整期間も短縮される｡

ロ 今後の機能拡張の予定

このDGSの開発により,CRT関係ソフトウェア製作に

関して,手続とデータの分離によるプログラムの簡素化と画

面データ作成の自動化とにより,生産性及び信頼性の向上に

寄与できたと考えているが,更に,リアルタイムシステムで

動くDGS/DSSをユーザーファイルからのデータ収集,階

層画面管理及びマンマシン処理といったところまで機能の拡
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図7 バーグラフテスト表示例 工学値の最大･最小,バー間隔,パ

ーの幅及びバーの伸び方向(上･下･左･右)は,あらかじめ変化仕様として定
義されている｡

表2 マクロ記述一舟宣形 上部にマクロ記述一般形を示L,各々の略号

は下部で説明Lている｡

般 形

任意画素セットマクロ CAJL CRTPE(CRTNO,PENO.B.BL,R)

BG画面表示マクロ CAJL CRTBD(CRTNO.PNO,B,BL,R)

FG画面表示マクロ cAL+CRTFD(CRTNO･PNO･FGNO･DATA･
B.BL,R)

説 明

0

0

0

0

A

B

J

R

N

N

N

N

T

B

T
-
ヒ

P

G

A

R

P

rr

D

C 表示CRTのデバイス番号

任意画素セット番号

画面番号

FGグループ番号

プロセス状態を示すデータの格納アドレス

′ヾッファエリアアドレス

ノヾッファエリアの大きさ

リターンコードセットエリアのアドレス
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サブルーチン
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--･一…-=プログラムリンケージ

同 上(ユーザーリンケージ)

____寸_ …----一一データ管理の流れ

図8 DGS/DSSのソフトウェア構成 プログラムとデータとは完全に分離L,画面データは一括Lて

記憶Lている｡ユーザー解放マクロは3個だけである｡

(ライブラリイ)
図形

画面

画面設計

マクロシンボル定義

＼

も
GFC

BG作画 FG作画

〔巨〕

COD NPMS

簡単なプログラム

注:GFC=Gen即alFlowCha｢t COD=Cod】ng NPMS=NonProcessMo=itor System

図9 作業形態 DGSを利用Lたときの作業形態は,画面設計後,画面データ作成とプログラム作成が並

列作業として進められ,実機確認の時点でドッキングする形となる｡

実機確認 現 地

71



618 日立評論 VO+.60 No.8(f978-8)

図10 適用例(製鉄原料ヤード) 下部のバーグラフ,各ヤードの重量,

名･ホッパの格納率,各ホッパ図形,輸送ルートの変色などがFG画面とLて定

義されている｡

張を進める予定でいる｡また,画面データの作成に当たって

は,作画オペレータを養成して専任体制の形にもっていきた

いと考えている｡

凶 結 言

以上,ディスプレイ装置の画面作成ソフトウェア"DGS”

について説明したが,これで･一応CRT関係ソフトウェアの

標準化の基盤はでき上がったと考えている｡

‥=～‥〓抄7+

文論

7与ハ
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区‥lトレンドグラフ適用例 数値及び上部の標題は,BG画面である｡

最後に,DGSを開発するに当たって,御協力･御拭助を

いただいたユーザー各位及び関係者の方々に対し,感謝の意

を表わす次第である｡
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2次元数値角牢析によるショートチャネル

MOS-FETの素子言支計
日立製作所 増田弘生･中井正章･他2名

電子通信学会誌 60C-205(昭52-4)

MOS-LSIは,製造技術の進歩に伴っ

てその高集積性という特徴を勺三かしながら

高速化への試行が進められつつあり,nチ

ャネル4～16kビ･ソトメモリ,マイクロ7D

ロセソサなどが既に製品化の段階に至って

いる｡ニのような状況の小で,更にMOS-

LSIの高性能化を閉るためには,基本構成

素子であるMOS-FETの寸法の微細化

(ショートチャネル化)による高速･高菜桔

化が必要になる｡しかし,MOS-FETの

チャネル良が短くなるとドレン電界の影響

がソース領域にまで及ぶために,素子のし

きい屯圧の低下現象や,パンチスルー的な

電流により耐J二i三が低下するなどク〕問題が生

ずる｡Lたがって､これらの現象の定量的

な把握を濃にした素イ･設計が貴賓となる｡

MOS-FET内部で成り立つガ壬本的な物

理方程式(Poisson方程式,`還流連続Jじ)を

数値解析するMOS-FET2次7亡数値解析

プログラムは,任意の素‾｢構造及びバイア

ス条件における定常う宝流や素子内部のポチ

ンシヤル分布などを計算するもので,この

解析を通してデノティスの電気的ふるまいの

定量的評価や素子設計を行なうことができ

る｡数値解析は素子の断面構造をメ･ソシュ

で†大切り,差分式に変換した物理方程式を

緩和計算するもので,通常二のような計算

では緩和収束に至るまでに非常に良い計算

時閃を必要とする｡したがって,本プログ

ラムではし-かに速く緩和収束させるかとい

うことが接大の問題とな暮),次のような解

析手法によりこの間題を解決した｡(1)緩

和収束しやすい形に其本方程式を変数変捜

する｡(2)stone緩和計算手法(強安定収

束)の採札(3)正確な初期値の設定｡

本70ログラムによる素子特性解析結果は､

実験との比較を適してしきい電圧近傍の解

析には十分利用できることを確かめた｡た

だし,ゲ【ト電圧が大きくなると電イーの表

面移動性のイ氏‾Fという物理モデルが明ら

かとなっていか､現象のために,実験との

一一致が悪くなり,当面このことが最大の問

題一たである｡

本プログラムによるショートチャネルM

OS-FETcり構造設計は次のようにして行

なった｡まず,チャネル島2～3/ノmの素r一

を実用化するという目標を設定し,素了一の

しきい電圧の低下現象及びパンチスルー｢的

な電流による耐圧の低下に関して,素‾r一逆

数との関係を数値解析より求め定量的な設

計テmタを得た｡これを基に,素子定数及

びそれを実現するための‾製造プロセスの検

討を行ない,Siゲーー【ト技術によるMOS-

ICグ)試作･評価を行なった｡試作したデバ

イスは､2次元数値解析で予測した素子特

性と良く一一致し,本プログラムによる素子

設計の妥当性が確認されるとともに,ニの

素子で構成したリングオンレータ回路で消

費乍E力･遅延時R-り積=0.12PJ(lんβ=3V)

の回路性能が得られた｡二の試作により微

細MOS-FETを用いたIC/LSIの基礎を

築くことができた｡




